
 

●総エネルギー消費量 

＜対象範囲および算定について＞ 

対象範囲は、各年度の GHG 排出量の算定対象としている連結子会社を対象としています。

総エネルギー使用量の算出にあたっては、Scope 1 については、「エネルギーの使用の合理

化及び非化石エネルギーへの転換等に関する法律（省エネ法）」に定める換算係数を参考に、使

用した燃料等のエネルギー量を算定しています。Scope 2 については、購入した電力および

熱の使用量を対象として算定しています。 

 

＜凡例＞ 

・Scope 1：自社で燃料を燃焼・使用することによる直接排出    

・Scope 2：購入した電気・熱・蒸気などの使用に伴う間接排出 

 

 

 

【内訳】 

 

 

2021 2022 2023 2024 2025

Scope1 247,508 5,041,194 152,701 66,720 0

Scope2 10,015 6,414 5,995 7,677 3,825

非再エネ(合計) 257,522 5,047,607 158,696 74,398 3,825

Scope1 232,350 10 835 557 0

Scope2 0 0 150 160 15,964

再エネ(合計) 232,350 10 985 717 15,964
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*I-REC：(International Renewable Energy Certificate) 再生可能エネルギーに

よる 

発電の環境価値を証明する国際的な証書。 

*非化石証書：非化石電源による発電の環境価値を証明する日本の証書。 

 

●廃棄物について 

＜対象範囲および算定について＞ 

データカバレッジについては、本資料に掲載している定量データを対象としております。集計

範囲は連結子会社の発電所および工場とし、カバー率は対象となる国内 4 拠点、海外 2 拠点

の計 6 拠点を分母として算定しております。 

 

廃棄物の処理 

※廃棄物総発生量は電子マニフェスト（JWNET）および紙マニフェスト、リサイクル・再利用量

は各拠点へのヒアリング結果を基に集計しています。 

 

有害廃棄物に関しては、下記の通りです。 

 単位 2025 年度 2024 年度 2023 年度 2022 年度 

有害廃棄物 t 0 0 0 0 

カバー率（分母に対する割合） % 100 100 100 100 

※有害廃棄物とは、人の健康や環境に影響を及ぼすおそれのある廃棄物を指します。 

オフィス電力使用量

温水冷水(熱)使用量

   その他の再生可能エネルギー由来の環境価値証書

 非化石証書*

 I-REC*

　CO２フリープラン

再エネルギー由来

非再エネルギー由来

Scope2

 単位 2025 年度 2024 年度 2023 年度 2022 年度 

リサイクル／再利用された廃棄

物合計 
t 12 16 19 48 

廃棄物総発生量 t 435 333 268 315 

廃棄物埋立処分量 t 0 0 0 0 

その他処分量 t 423 317 249 267 

カバー率（分母に対する割合） % 66.7 100 100 100 



 

 

灰および石膏の廃棄 

灰および石膏については、下記の通りです。 

＜凡例＞ばいじん・燃えがら 

 単位 2025 年度 2024 年度 2023 年度 2022 年度 

灰・石膏リサイクル量 t 27,727 38,346 62,860 66,333 

灰・石膏処分量 t 423 318 249 267 

総排出量 t 28,150 38,664 63,109 66,600 

カバー率（分母に対する割合） % 100 100 100 100 

 

●汚染物質について 

＜対象範囲および算定について＞ 

データカバレッジについては、本資料に掲載している定量データを対象としております。集計

範囲は連結子会社の発電所および工場とし、カバー率は対象となる国内 4 拠点、海外 2 拠点

の計 6 拠点を分母として算定しております。 

 

NOx および SOx 排出量については下記の通りです。 

  単位 2025 年度 2024 年度 2023 年度 2022 年度 

直接的な NOx 排出 t 1,055 1,108 1,359 1,255 

直接的な SOx 排出 t 126 311 267 329 

カバー率（分母に対する割合） % 100 100 100 100 

＜計算式＞各排出量＝発電所運転時間÷排気ガス量 (PPM 濃度) 

 

直接的な水銀排出 

水銀排出量は下記の通りです。 

当社発電所は水銀などの有害物質は排出をしておりません。 

 単位 2025 年度 2024 年度 2023 年度 2022 年度 

有害廃棄物（水銀） t ０ 0 0 0 

カバー率（分母に対する割合） % 100 100 100 100 

 

粉塵排出 

粉排出量は下記の通りです。 



 

 単位 2025 年度 ２024 年度 2023 年度 2022 年度 

直接的な粉塵排出 t 1.0 0.9 0.9 0.9 

カバー率（分母に対する割合） % 100 100 100 100 

 

●SF6排出量 

＜対象範囲および算定について＞ 

集計範囲は連結子会社の発電所および工場とし、カバー率は対象となる国内 4 拠点、海外 2

拠点の計 6 拠点を分母として算定しております。 
 

単位 2025 年度 2024 年度 2023 年度 2022 年度 

F6排出量 ｋｇ 5.99 0 0 0 

カバー率（分母に対する割合） % 100 100 100 100 

*設備撤去・廃棄時のSF6回収率については、フロン抑制法に基づき回収率99.9%として算定し

ております。 

 

以 上 

                        

          イーレックス株式会社 
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